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インド部族伝統鋳金
ドクラとその意匠
足立眞三
ビハール州北部の平原 を東西に流れるガ
ンジス河中流南側に位置するラジマハール
丘陵,そ の南に大 きく横 たわるチ ョタナグ
プール高原,さ らに南は東ガ乱ツ山脈が伸
び,東 はベンガル湾 に遮 られた数州に跨が
る広大な高原地帯はジャングル と丘陵に守
られた非 アーリヤ系高地民族の居住区域で
ある。彼 らはアーリヤ進入以前からイン ド
に住んでいた原住民で独 自の文化 を形成 し
て きた。 ドクラ達はこの高地民族の周辺を
ジプシーのように村か ら村へ移動 しなが ら
鋳金 を生業としていた。
西ベンガルでは,原 住民から移動 しなが
ら生活す る ドクラとしてよく知 られ ていた
が,ヒ ン ドヴ最 下 位 の カ ル マ カー ル
(Karmakar)鋳金職人の生活共同体 とし
て公式に認め られたのは1962年e1)の事
である。それまで ドクラの存在すらヒン ド
ウ社会で はわからなか った。
その後ベ ンガルで名ずけられた部族の名
称が全イン ド手工芸委員会により,同 じ蝋
糸脱鑞法(Sireperdu)を持つ種族の総称
として 〔ドクラ〕の名称が定着 した(`2)。
高地原住民 は,狩 猟や焼 き畑を営んでい
たが,時 代の進展 と共に ヒンドーとの接触
によるヒン ドウ化や職 を求めて都市部への
適応等(*3),ドクラは販売対 象を失 って
いった。 ドクラの窮状 を救 うため政府の援
助で定住地の提供や製品管理販売の協会 を
作 り,保 護 と自立育成 に努めている。結果
として従来からの素朴で力強い造形性 は技
術の洗練 と逆 に活 き活 きした土俗的迫力は
かな り減退 している。
1963年発行の記録によるとドクラ達 は既
にヒン ドウの神や神妃 をヒンドウ正規のイ
コンと比較 してかな り違う事が記 されてい
る。('4)元来 ヒ ンドウの教義 に則 った神
像や神妃 を作 るのはヒンドウ社会,特 に南
インドではバ ラモンかバラモンに近い階級
の仕事だ。 ドクラ自らはヒンドウ教徒だが,
前述の如 く最下層に属 し,神 像を作る事は
その意味で異例の存在であ る。
技術 的に も脱蝋法はイン ド世界では,伝
統工芸 として普遍 的技法 だがe5)蝋 糸
(後述)に より成形す るのは,ド クラ以外
に無い。
それ故にこそ ドクラの特徴 を示す蝋糸成
形 による脱蝋法(cireperdue)で,線を
ベースに した特殊な意匠が数あるインド伝
統鋳金工芸の中で,異 彩を放っそいるのだ。
このような技術や表現法が保たれた理由
として,丘 陵とジャングルに守 られた後進
地域であった事 と,カ ース トが単 に階級差
別以外にイン ド的事情 として,世 襲による
ギル ド的機能と,上 位 カース トが下位 カー
ス トとの接触 を避ける習慣から,ド クラ自
らの職能が今 日まで ヒンドウ鋳金職人に侵
されず に保 たれ た一 面 も無視 で きない
(`6)o
原型制作に使用される蝋糸については密
蝋 を小 さな穴からトコロテ ン式に押 し出し
て線材を作るMP州 のバスタール地方 は細
い線(太 さ0.5～1ミリ)で 繊細な造形が可
能だ。
t.部族 の英 雄
西ベンガル州 バンクラ
2.部 族 の英雄
NP州 ジ ャン グダル ブール
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西ベ ンガルの樹脂(Dhono)は乾燥 し
た沙羅の樹脂 と芥子菜の種油 を炊いて布で
漉 し,手打ちソーメンの要領で線材 を作 る
(太さ1.5～2ミリ)が,気 候 も暑 く素材は
熱でベ トツキやすいので繊細な作業 に向い
ていない。
両地方の民族の英雄を表現 した騎乗の戦
士像(図1,2)を比較す ると,モ チーフは
同 じで もバ ンクラ(図1)は 荒々 しく粗野
だが力強い。一方,ジ ャグダルプールのそ
れ は緻密で丹念な仕事 を特徴 とする。
この様 な造形処理の差以外に,ヒ ンドウ
に囲まれた農村地帯で暮 らす西ベ ンガルの
バ ンクラや ドリヤプールでは,ヒ ンドウを
テ ーマに した作品が数多 く見 られ,高 地民
族 に囲まれ,未 だジャングルを背景に した
バスタール地方やオリッサではジャングル
の動物 をモチーフにした物が数多 く見受け
られる。
今世紀初期 と推定 されるオリッサ州の牛
(図3)孔雀(図4)は コンド族 に供 された
ものだが同時代 と推定されるバ ンクラの象
頭の聖水 いれ(図5)が 示す ようにヒン ド
ウ化速度の違いが確認出来る。 しか しなが
ら,バ ンクラとバスタールでは,距 離にし
て600キロ以上 も離れた場所であ りなが ら
両地域には,時 代 とイメージ造形の形態の
差 を越えて共通する以下の意匠がある。
① 過巻 き文様 図1,2,4,5
② 格子 による面の表現 図3,4,5,6
③ 線の並列 による面の表現 図2,6
④ ループ又は蛇行文様 図1,6
⑤ 線及びそのヴァリエーションとして縄
目,三つ網 図1,2,4
以上の意匠が ドクラの基調となっている。
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